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スマート・サーベイ・プロジェクト（SSP）の活動について

測量業務の効率化の検討（スマート・サーベイ・プロジェクト（略称：SSP））を実施
１．近傍に標高の基準となる水準点がない場合に、従来の水準測量を行うことなく
水準点を設置できること

２．電子基準点から直接設置できる基準点の範囲を拡大すること

電子基準点のみを既知点として、1級基準
2級基準点測量でも利用

電子基準点のみを既知点として、1級基準
2級基準点測量でも利用

電子基準点のみを既知点とした基準点測量
（マニュアル）

GNSS測量により3級水準点を設置
（平成25年度は中国・四国・九州で可能、平成26年度以降は

GNSS測量により3級水準点を設置
（平成25年度は中国・四国・九州で可能、平成26年度以降は

GNSS測量による標高の測量（マニュアル）

点測量のみならず2級基準点測量でも利用
可能
点測量のみならず2級基準点測量でも利用
可能

（平成25年度は中国・四国・九州で可能、平成26年度以降は

全国で可能）

（平成25年度は中国・四国・九州で可能、平成26年度以降は

全国で可能）



衛星測位を活用した測量の効率化について

電子基準点のみを既知点とした基準点測量
マニュアル（案）の使用状況

○電子基準点のみを既知点とした測量

マニュアル（案）（183件）

（５８件）

○ＧＮＳＳ測量による標高の測量

マニュアル（案）（２３件）

中国地方測量部管内（１件）九州地方測量部管内（２２件）

○今年度は西日本の中国、四国、九州地方で
実施 平成26年度からは、全国で実施

GNSS測量による標高の測量
マニュアル（案）の使用状況

（公共測量実施計画書届出の件数）

平成25年12月31日現在

今後の予定

○検討委員会の設置

（平成25年10月～平成26年3月）

【検討内容】

・2つの測量マニュアル（案）の改正

・3級基準点測量・４級基準点測量における効率的

な測量方法を検討

○平成26年度から本格運用

（３８件）

（２４件）

（１０件）

（８件）

（６件）

（１５件）

（４件）

（１１件）

（９件）

（－）



数値地図（国土基本情報）の提供について

数値地図（国土基本情報）
（ 平成24年7月提供開始）

地図情報、数値標高データ、地名情報をまとめたデータ
【特徴】
・ＧＩＳにおいて地図データとして利用可能
・出力して地図としても十分に利用可能
・データ項目数は、数値地図（空間データ基盤）の４倍

これまでの
「数値地図（空間データ基盤）」

数値地図（国土基本情報）
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「数値地図（空間データ基盤）」

行政区画、行政界、道路中心線、鉄道
中心線、交通施設、水域、水涯線、海岸
線、河川中心線、三角点・水準点、注記
位置、公共施設、 メッシュ標高（2秒メッ
シュ） 合計14項目

行政区画、行政界、道路（道路縁、道路中心線）、
鉄道中心線、建物（外周線）、建物記号、水涯線、
海岸線、水域、河川中心線、公園、
基準点・水準点、標高点、等高線・地形表記、
公称地名、自然地名、注記位置、公共施設、
信号交差点、5m・10ｍ・50ｍメッシュ標高、
送電線、植生界、記念碑 ほか 合計53項目

主なデータ項目主なデータ項目
主なデータ項目主なデータ項目



電子地形図25000の提供について

利用者のニーズに合わせて表現方法や範囲を選択し出力できる
機能を持たせた2万5千分の１地形図
【特徴】
・数値地図（国土基本情報）に含まれる地図情報を基に作成
・建物色、陰影の有無などの表現を購入時に選択
・サイズはA０～A4に対応、柾版（2次ﾒｯｼｭの定形図隔版）も可能
・PDF、JPEG、TIFFの形式から選択可能

電子地形図25000 （平成24年8月から提供開始）

購入する電子地形図の
電子地形図25000電子地形図のHP

5
表現方法などを指定 範囲を指定

購入する電子地形図の
例（建物オレンジで陰影
を付加）



新しい多色刷２万５千分１地形図の刊行

２万５千分１地形図（印刷図）
（平成25年11月から刊行開始）

国土地理院が刊行する２万５千分１地形図の印刷図

【特徴】
・これまでの３色刷の２万５千分１地形図をおよそ５０年ぶりに一新
・電子国土基本図を活用し、道路や建物などの情報がより詳細に盛り込まれたもの
・表現方法は電子地形図25000の選択肢の中から最適なもの
・多彩な色を使ってきめ細かな表現や地形に陰影を付けて立体感を得やすくし、

【今後】 刊行範囲は、順次全国へ拡大予定

・多彩な色を使ってきめ細かな表現や地形に陰影を付けて立体感を得やすくし、
より読みやすく使いやすい地図

新しい多色刷２万５千分１地形図の凡例（抜粋）これまでの３色刷２万５千分１地形図の凡例（抜粋）



2万5千分1地形図「高知」の新旧比較（図面の一部を抜粋表示）

○これまでの3色刷 ○新しい多色刷（試作図）



国土地理院が提供する地図サイト

様々な主題地図

ファイル操
作により手
持ちの地理
空間情報を
表示・保存

作図機能により重ね
合わせ情報を作成・

標準的な地図の他に
も白地図や写真を選
択可能

地理院地図(電子国土Web） とは

「地理院地図」は、インターネットを通じて地図等を閲覧できる地図サイトであり、自由に地
図を拡大縮小する機能のほか、作図機能や重ね合わせ情報の表示機能も搭載しています。また、
災害時には被災状況に関する情報を緊急的に発信する等、情報共有の基盤としての利用もされて
います。

様々な主題地図
や空中写真等を
表示

編集

スライドバーを
動かして、
透過率を調整



手持ちの一覧表から必要な帳票情
報をExcelツールに貼り付けます。

地理院地図の活用ツール 「地理院マップシートとは」

・帳票の住所情報を緯度経度に変換し、簡単に地図表示することができます。
・普段使用しているソフト（Microsoft(R) Excel）で情報が集約できます。
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地理院地図に読み込み
簡単に地図上に表示

国土地理院（本院）及び地方測量部等の住所


